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NY マーケットレポート（2018 年 7 月 2 日） 
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NY市場レポート 

 

≪ NY市場概況 ≫ 

NY 市場では、米 ISM製造業景況指数が 2月以来の高水準に上昇したものの、米国の貿易問題に対する懸念が

根強く、ドルは序盤やや上値の重い動きとなった。その後、ロス米商務長官が WTO 脱退について議論するの

はやや尚早との考えを示したことから、底固い動きなった。また、下落していた米株価が下げ幅を縮小した

ことや、米長期金利の上昇も加わり、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。ユーロは、ドイツの政局を

巡る懸念から主要通貨に対して下落が続いたものの、その後政局不安が後退したことから反発となった。 

 

 

主要な米経済指標結果 

6 月 ISM 製造業景況指数 60.2（予想 58.5・前回 58.7） 

6 月の米 ISM 製造業景況指数は、市場予想を上回り、前月から 1.5 ポイント上昇となった。製造業の景気拡

大・縮小の分岐点となる 50 は 22ヵ月連続で上回った。生産は 62.3（前月 61.5）、在庫は 50.8（50.2）と上

昇したものの、新規受注が 63.5（63.7）、雇用が 56.0（56.3）、仕入れ価格が 76.8（79.5）と低下した。6月

は 18 業種中 17 業 種が景況拡大を報告した。 

 

出所：Bloomberg 
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5 月建設支出（前月比） 0.4％（予想 0.5％・前回 1.8％⇒0.9％） 

5 月米建設支出は、市場予想下回る前月比+0.4％の 1 兆 3094 億 9000 万ドル、前年比では+4.5％となった。

民間の建設支出は、前月比+0.3％の 1 兆 53 億 5100 万ドル、前年比では+4.4％だった。住宅建設が+0.8％の

5538億 900万ドル、前年比では+6.6％。住宅以外の建設は-0.3％の 4515 億 4200万ドル、前年比は+1.8％だ

った。連邦政府など公共部門の建設支出は+0.7％の 3041億 3900万ドル、前年比では+4.7％だった。 

 

出所：Bloomberg 

 

 

要人発言 

ロス米商務長官 

・WTO はある程度の改革が必要であることを認識している 

・WTO の活動を見直し、状況に適合させる必要性は間違いなくあると考える 

・われわれは先行きを見極める方針だ 

・米国の世界貿易機関（WTO）脱退について議論するのはやや尚早 

 

トランプ米大統領 

・公正な貿易に向け合意に非常に近い 

・もしそれがうまくいくなら、それはプラスになる 

・もしそうでなくても、それもプラスになる 
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米主要株価は小幅ながら 3営業日続伸 

米株式市場は、米国と中国、欧州などとの貿易摩擦が世界経済に悪影響を及ぼすとの警戒感から売りが先行

した。その後は業績期待を背景に IT関連株が買われたことが相場を押し上げた。ダウ平均株価が、序盤から

軟調な動きとなり、一時前週末比 193 ドル安まで下落した。その後は、下げ幅を縮小して、終盤にプラス圏

まで上昇し、3営業日続伸となった。 

 

出所：Bloomberg 

 

出所：データを基に SBILMが作成 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について
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